
「全国山・鉾・屋台保存連合会総会八戸大会」の開催報告について 

 

■全国山・鉾・屋台保存連合会（以下、連合会）とは 

文化庁の指導のもと、国重要有形・無形民俗文化財の指定を受けた山・鉾・屋台とその行事に

関する保護団体を中心に、1979年に組織。 

八戸三社大祭山車祭り行事保存会（事務局：社会教育課）は 2004年度に加入。連合会正会員

33件が、2016年に「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に登録された。 

 

■総 会 

１．概  要 年一回、持ち回りで正会員所在都市にて開催。総会、視察、講演会、行政担当

者連絡会、交流会、祭屋台製作修理技術者会の基礎研修会を実施。 

２．開 催 日  総会を受け持った正会員（保存会）の行事日・祭礼日を含めた二日間。 

３．参 加 者  連合会会員、技術者会員、行政担当者。例年約 300～400人。 

４．運営組織 開催地が実行委員会を組織し、連合会事務局（秩父市教委）の指導のもと総会

を運営。 

 

■全国山・鉾・屋台保存連合会総会八戸大会 

１．開 催 日 令和元年 8月 3日（土）・4日（日） 

２．主  催  全国山・鉾・屋台保存連合会（事務局：秩父市教育委員会文化財課） 

３．主  管  全国山・鉾・屋台保存連合会総会八戸大会実行委員会（事務局：八戸市教育委員会社会教育課）  

※実行委員会の母体は、八戸三社大祭山車祭り行事保存会。 

４．開催内容   

8月 3日（土）会場：中心街（視察）、八戸パークホテル（交流会） 

 11:30～12:00 役員会／8名（全国山・鉾・屋台保存連合会役員による） 

 12:00～13:00 昼食会／11名（連合会役員及び開催地側関係者による） 

 15:00～18:00 視察研修／375名（八戸三社大祭お還り行列の視察） 

             うち、山車行列参加者 37名、有料観覧席 11名 

 19:00～21:00 交流会／427名（開催地側関係者含む） 

8月 4日（日）会場：八戸パークホテル 

  9:00～10:30 総会／370名（全国山・鉾・屋台保存連合会会員による） 

 10:45～11:45 研修会／233名 

         講師：女子美術大学 特任准教授 大﨑綾子氏 

演題：祭り山・鉾・屋台における染織品の保存修復について 

          行政担当者連絡会議／50名（文化財保護行政担当者による） 

    

 

 

教育委員会定例会資料 

令和元年 1 0 月 3 0 日 

社 会 教 育 課 

本大会は「全国山・鉾・屋台保存連合会」の正会員（行事の保存会）・準会員（国指定を目指す行事の保存会）・

特別会員（行事所在地の自治体）が参加するもので、一般市民は参加しない。 
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